
07
Large-scale parallel corpus construction technology

機械翻訳モデル訓練のための大規模対訳コーパス構築技術

世界中から対訳を探します

どんな研究
機械翻訳システムは、訓練データとして対訳文対（お互いに翻訳である文の対）を大量に必要とします。われ
われはインターネット（Web）や特許出願アーカイブに点在する対訳データを収集して対訳コーパス（対訳デー
タベース）を構築する技術の研究を行っています。

どこが凄い
Web対訳コーパスJParaCrawlはクラウドソーシングを活用することで多くの対訳データをWebから効率的に収
集し構築しました。特許対訳コーパスJaParaPatは、データ収集とモデル訓練を交互に繰り返すことで対訳デー
タの品質を高めました。どちらも公開されている中では世界最大の日英対訳コーパスです。

めざす未来
専門用語が豊富な医療や金融など特定の分野、中国語と日本語など特定の言語対について高品質な対訳データ
を自動的に収集する技術をさらに高め、お客様のニーズに応じて独自にカスタマイズできる機械翻訳技術の実
現をめざします。
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